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「
恥
高
３４
回
」

高
３４
回
　
大
西
　
正
史

口
ｏ
【∽＆
ｏ
　
ｌ
　
・
。

現
在

平
成
２５
年
４
月
某
日
午
後
１２
時
過
ぎ
、

単
身
赴
任
先
の
ソ
ウ
ル
で
携
帯
が
鳴

っ

た
。
自
宅
か
ら
だ
。
緊
急
事
態
か
？
と

思
い
な
が
ら
受
話
器
を
取
り
、

「な
ん

か
あ

っ
た
？
」
嫁
さ
ん

（一局
３４
回
旧
姓

能
田
）
が

「あ
る
と
言
え
ば
あ
る
か
な
。

和
田
さ
ん
か
ら
連
絡
が
あ
っ
て
、
茨
高

野
球
部
の
Ｏ
Ｂ
会
報
に
記
事
を
書
い
て

欲
し
い
っ
て
。
中
山
君

（高
３４
回
副
主

将
）
と
相
談
し
た
ら
、
主
将
の
大
西

（筆

者

に
と
い
う
事
に
な
っ
た
み
た
い
よ
。
」

と
。
緊
急
事
態
で
な
い
こ
と
に
ホ
ッ
と

し
、
そ
し
て
ホ
ッ
と
し
過
ぎ
た
勢
い
で

「え
え
よ
、
書
く
で
。
」
こ
の
返
事
に

逆
に
び
っ
く
り
し
た
の
が
嫁
さ
ん
。

「え

え
の
ん
？
１
，６
０
０
字
ぐ
ら
い
書
か
な

あ
か
ん
ら
し
い
よ
。
」
。
原
稿
締
切
り

直
前
、
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る

「現
在
」
。

コ
浄
０
」
０
　
２
　
・
・

遭
遇

昭
和
５４
年
４
月
、
期
待
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
て
茨
高
入
学
。
何
の
迷
い
も
な
く

野
球
部
へ
。
真
黒
に
日
焼
け
し
た
先
輩

諸
氏
や
、
未
だ
青
白
い
顔
の
高
３４
回
同

期
と
の
初

「遭
遇
」
。

∪
０
一∽ａ
０
　
３
　
・
・

同
期

◆
１
番
サ
ー
ド

「中
山
」

「硬
球

っ
て
当
た

っ
た
ら
本
当
に
飛

び
ま
す
ね
！
」
と
興
奮
気
味
の
中
山
。

試
合
で
は
サ
ー
ド
の
頭
を
フ
ラ
フ
ラ
と

超
え
、
フ
ァ
ー
ル
ゾ
ー
ン
を
ど
ん
ど
ん

切
れ
て
い
く
２
塁
打
を
量
産
。

「中
山

ヒ
ッ
ト
」
だ
。

◆
２
番
セ
カ
ン
ド

「小
田
切
」

同
期

一
の
盛
り
上
げ
役
。
先
生
や
同

級
生
の
モ
ノ
マ
ネ
を
し
て
は
、
皆
を
笑

い
の
渦
に
巻
き
込
ん
で
い
た
。
最
も
笑

っ
た
の
は
、
昭
和
５５
年
９
月
、
秋
の
大

会
初
戦
、
貝
塚
戦
。
２
塁
ラ
ン
ナ
ー
の

牽
制
に
入
っ
た
小
田
切
は
ベ
ー
ス
に
蹟

き
転
倒
。
緊
張
感
か
ら
解
放
さ
れ
た
茨

高
は

「
１０
１
３
」
で
７
回
コ
ー
ル
ド
勝
。

◆
３
番
レ
フ
ト

「湯
下
」

「革
靴
」
を
履
い
た
さ

っ
そ
う
し
た

姿
と
、

「前
店

（旧
正
門
前
に
あ
っ
た

駄
菓
子
屋
）
」
で
買
っ
た
ア
イ
ス
の
“
ア

タ
リ
”
に
喜
ぶ
顔
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

湯
下
。
当
然
“
ア
イ
ス
の
ア
タ
リ
”
は

小
田
切
の
モ
ノ
マ
ネ
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

一　
つ
。

◆
４
番
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

「船
戸
」

◆
５
番
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

「能
田
」

中
軸
は
何
と
言

っ
て
も
２
人
の
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
。
暑
い
日
も
寒
い
日
も
、
毎

日
黙
々
と
部
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く

れ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て

「あ
り
が
と

う
」
。
そ
し
て
、
我
々
の
中
で
マ
不ヽ
―
ジ
ャ

ー
と
い
え
ば

「お
嬢
ち
ゃ
ん
」
事
件
。

昭
和
５５
年
４
月
、
春
の
大
会
第
２
戦
、

東
淀
川
戦
。
９
回
表
相
手
の
攻
撃
を
迎

え

「
４
１
３
」
。
こ
の
回
を
押
さ
え
れ

ば
２
回
戦
突
破
―
が
、
２
点
取
ら
れ
て

「
４
１
５
」
。
初
戦
の
雨
中
の
寝
屋
川

戦
を

「
９
１
６
」
と
逆
転
勝
し
た
好
調

茨
高
は
、
９
回
裏
に
１
点
を
も
ぎ
取
り

「
５
１
５
」
で
延
長
戦
へ
。
１０
回
、
１１

回
、
１２
回
、
１３
回
、
１４
回
、
お
互
い
無

得
点
で

「
５
１
５
」
の
ま
ま
１５
回
。
こ

の
時
、
主
審
が
茨
高
ベ
ン
チ
ヘ
来
て
、

ス
コ
ア
ー
を
つ
け
て
い
た
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
に
、

「お
嬢
ち
ゃ
ん
、
今
、
何
回
？
」
。

「お
嬢
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
呼
び
か
け
が

意
外
過
ぎ
て
か
、
ベ
ン
チ
は
？
？
？

そ
れ
が
良
か
っ
た
の
か
１５
回
表
の
相
手

の
攻
撃
を
抑
え
、
裏
の
攻
撃
で
１
点
を

と
り

「
６
１
５
」
の
サ
ョ
ナ
ラ
勝
。

◆
６
番
セ
ン
タ
ー

菫
小川
」

同
期

一
の
強
肩
。
ス
ピ
ー
ド
も
ピ
カ

一
。
し
か
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
殺
人
的
。

高

一
の
夏
、
藤
井
大
丸
で
、
ス
ピ
ー
ド

ガ
ン
で
の
球
速
測
定
会
。
開
始
時
間
よ

り
早
く
行
く
と
、
打
ち
合
わ
せ
中
だ

っ

た
ゲ
ス
ト
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

・
村
山

監
督
が
、
フ
ォ
ー
ク
ボ
ー
ル
の
握
り
方
、

投
げ
方
を
教
え
て
く
れ
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
ま
で
。
黒
川
は
あ
の
村
山
さ
ん
相

手
に
も
殺
人
的
暴
投
を
し
て
い
た
。

◆
７
番
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

「本
田
」

本
田
は

「天
然
」
。
お
嬢
ち
ゃ
ん
事

件
の
東
淀
川
戦
、
１
点
ビ
ハ
イ
ン
ド
の

９
回
裏
、
代
打
で
登
場
の
本
田
の
打
球

は
セ
カ
ン
ド
正
面
の
ゴ
ロ
。
誰
も
が
万

事
休
す
と
思
っ
た
そ
の
時
、
打
球
は
大

き
く
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
し
右
中
間
２
塁
打
。

そ
の
間
に
ラ
ン
ナ
ー
が
ホ
ー
ム
イ
ン
し

同
点
、
サ
ョ
ナ
ラ
の
チ
ャ
ン
ス
。
本
田

は
塁
上
で
得
意
満
面
の
笑
顔
。
と
こ
ろ

が
、
直
後
に
牽
制
ア
ウ
ト
。
満
面
の
笑

は

一
転
し
て
引
き
つ
っ
て
、
、
、
征
かヽ

っ
た
。
　
ヨ
小
い
、
悪
い
。
」
。
や
は
り

「天
然
」
。

◆
８
番
レ
フ
ト

「清
水
」

同
期
の
頭
脳
。
夏
合
宿
で
は
寝
言
で

も
勉
強
。
そ
う
い
う
清
水
の
意
外
な

一

面
。
阪
急
十
二
駅
の
阪
急
そ
ば
で
大
手

前
高
校
野
球
部
と

一
緒
に
。
部
員
の
カ

バ
ン
を
整
理
整
頓
し
て
い
る
同
校
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
に
感
激
し
た
清
水
。
そ
の
大

手
前
と
の
練
習
試
合
。
試
合
前
か
ら
そ

わ
そ
わ
、
試
合
で
は
三
週
間
を
し
ぶ
と

く
抜
い
た

「根
性
ヒ
ッ
ト
」
。
し
か
し

試
合
後
の
挨
拶
時
、

「あ
れ
、
あ
の
子

や
っ
た
か
な
？
」
。
清
水
か
ら
大
手
前

と
い
う
単
語
は
発
せ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

◆
９
番
ラ
イ
ト

「藤
原
」

な
ん
と
も
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い
藤
原
。

皆
の
バ
カ
話
に
ボ
ソ
ッ
と
だ
が
痛
烈
な

ツ
ッ
コ
ミ
。
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い
の
が

今
も
継
続
中
。
た
ま
に
は
現
れ
て
ツ
ッ

コ
ミ
を
入
れ
て
く
れ
。

国
ｏ
【のｏ
Ｏ
ｏ
　
４
　
・
・　
」望
圧
璽
者
の
思
い
出
）

①
ｌ
年
夏
の
背
番
号
１
、
②
２
年
春

の
雨
中
の
寝
屋
川
戦
で
リ
リ
ー
フ
し
公

式
戦
初
勝
利
、
③
２
年
夏
の
大
会
前
に

骨
折
し
て
出
場
で
き
な
か
っ
た
、
④
３

年
間
、
夏
は
１
勝
も
で
き
な
か
っ
た
。

嬉
し
い
こ
と
、
悔
し
い
こ
と
、
数
え
上

げ
た
ら
キ
リ
は
な
い
が
、
愉
快
な
そ
し

て
個
性
的
な

「同
期
」
と
の
出
会
い
が

最
も
貴
重
な

「財
産
」
。

同
つ
″
０
０
０
　
５
　
‥
『
ヨ
』

全
く
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ば
ず
、
同
期

の
事
を
暴
露
的
な
内
容
も
含
め
書
か
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
同
期
の
皆
様
、
ご
め

ん
な
さ
い
。

又
、
同
期
に
加
え
、
岩
附
先
生
、
森

田
監
督
や
尾
崎
監
督
、
先
輩
＆
後
輩
の

皆
様
に
支
え
ら
れ
、
充
実
し
た
３
年
間

を
過
ご
せ
た
の
だ
と
、
改
め
て
思
い
返

す
事
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

部
長
よ
り
高
２‐
回
　
池
永
　
徹

新
緑
の
候
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
今
年
も
野
球
部
の
Ｏ
Ｂ
が
大
学
入
試

に
お
い
て
頑
張

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
６４

期
生
は
現
役
で
数
多
く
の
合
格
者
が
出

ま
し
た
の
で
、
浪
人
生
と
な
る
今
年
は

あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思

っ

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
私
の
予
想
に

反
し
て
極
め
て
好
成
績
で
し
た
の
で
、

最
近
５
年
間
に
卒
業
し
た
野
球
部
Ｏ
Ｂ

の
京
阪
神
３
大
学
へ
の
進
学
率
が
４９

３

％
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
約
１

／
３
で
あ
る
学
校
全
体
の
数
値
を
わ
ず

か
に
上
ま
わ
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
は
る
か
に
上
ま
わ
る
驚
異
的
な
数

字
に
な
り
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
６
年
ぶ
り
に
担
任
を
し
て

い
ま
す
。
再
任
用
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
６０
期
生
を
３
年
間
担
任
し
た
後
担

任
な
し
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
今
年

担
任
予
定
だ
っ
た
理
科
の
先
生
が
転
勤

に
な
り
、
そ
の
補
充
と
し
て
６６
期
生
３

年
生
の
担
任
に
入
り
ま
し
た
。
担
任
す

る
の
も
こ
れ
が
最
後
に
な
る
の
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
精

一
杯
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

一
身
上
の
都
合
で
和
田
先
生
が
監
督

を
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
夏

の
大
会
を
前
に
チ
ー
ム
が
動
揺
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
側
面
か
ら
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ

の
皆
様
も
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。




